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１．研究計画の概要 

(1)研究目的：本研究では、第一に、北東北
諸藩（具体的には、弘前藩・南部藩・八戸藩）
の藩庁日記に登場する松前・蝦夷地関係記事
を網羅的・体系的に把握し、データベース化
を行うことを目的としている。そして、第二
に、その作業を通じて、近世期の松前・蝦夷
地をめぐる政治的・社会的・経済的・文化的
な状況に関して、新たな事実と論点を提示す
ることも目的としている。特に、近世期の北
海道を対象とする研究、それも近世中期まで
の時期を扱った研究においては、松前藩政に
関わる文書や藩領域内の地方文書の不足に
基因する史料的な限界が指摘されており、本
研究を通じて把握する資料によって、その
「限界」が多少なりとも克服されることが期
待される。 
(2)調査方法：弘前藩の『弘前藩国日記』3300
冊余（寛文元年～元治元年）、南部藩の『雑
書』（寛永 21年～天保 11年）180 冊余、八戸
藩の『八戸藩日記（御目付）』（寛文５年～明
治２年）250 冊余・『御勘定所日記』（貞享２
年～明治元年）110冊余を悉皆調査し、松前・
蝦夷地関係記事を抽出する。そして、松前藩
側の関連史料や、この三藩に関わる藩庁日記
以外の関連史料についても調査を実施する。 
 

２．研究の進捗状況 

(1)まず、最も量が多く、松前・蝦夷地関係
記事の豊富な『弘前藩国日記』の調査に着手
した。平成 22 年度までに、寛文元年から文
久元年にかけての計 3199 冊、約 97％の作業
を終えた。 
(2) 南部藩、八戸藩の藩庁日記に関しては、
既に一部分が翻刻刊行されている分につい
て、調査を進めた。なお、南部藩は『盛岡藩

雑書』もしくは『盛岡藩家老席日誌 雑書』
の書名で明和元年までの分が全文翻刻刊行
されており、八戸藩は『八戸市史 史料編』
近世１～10の中で抜粋翻刻されている。 
(3)収集した史料に関わる個別研究としては、
例えば、『弘前藩国日記』の中から、いずれ
も領主階級の嗜好品として著名であるが、流
通・利用の実態があまり知られてこなかった
「蝦夷錦」と「ラッコ皮」に関わる記事を取
り上げ、18世紀中期までの時期における弘前
藩領内での流通・利用の実態について、その
一端を明らかにした。具体的には、弘前藩は
蝦夷錦やラッコ皮を主に松前藩や松前城下
の御用商人に依頼して取り寄せていたこと、
ラッコ皮は主に藩主が用いる馬鞍に覆い敷
く毛皮として用いられたこと、などが挙げら
れる。 
 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 
 (理由) 
 『弘前藩国日記』の悉皆調査を、わずかに
平成 23 年度まで持ち越してしまったが、ほ
ぼ順調に藩庁日記の調査を進めている。 
 

４．今後の研究の推進方策 
(1)最終年度である平成 23 年度には、まず、
『弘前藩国日記』の調査を終える。 
(2)次いで、南部藩、八戸藩の藩庁日記につ
いて、刊行物やマイクロフィルムなどを活用
しつつ、効率的に調査を進める。 
(3)４ヵ年間の調査を通じて収集した関係記
事の情報を整理し、データベース化を行う。 
(4)収集した関係記事に関わる国内における
研究成果の検討を行い、今後の研究の発展的
な展開に向けて、方向性を導き出す。 
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